
明
治
二
十
五
年
三
月
三
十
一
日

第
三
種
郵
便
物
認
可

〇

〇

二
十
時
間
以
上
百
時
間
未
満

十
万
円
（
当
該
派
遣
元
事
業
主
又
は
当
該
派
遣
先
の
事
業
主
が
中

小
企
業
事
業
主
で
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
十
五
万
円
）

百
時
間
以
上
二
百
時
間
未
満

二
十
万
円
（
当
該
派
遣
元
事
業
主
又
は
当
該
派
遣
先
の
事
業
主
が

中
小
企
業
事
業
主
で
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
三
十
万
円
）

二
百
時
間
以
上

三
十
万
円
（
当
該
派
遣
元
事
業
主
又
は
当
該
派
遣
先
の
事
業
主
が
中
小
企
業
事

業
主
で
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
五
十
万
円
）

有
期
実
習
型
訓
練
（
当
該
派
遣
元
事
業
主
又
は
当
該
派
遣
先
の
事
業
主
が
受
け
さ
せ
る
座
学
等
に
限

る
。）を
受
け
る
期
間
中
に
支
払
つ
た
賃
金
の
額
の
算
定
の
基
礎
と
な
つ
た
労
働
時
間
数
に
四
百
七
十
五

円
（
生
産
性
要
件
に
該
当
す
る
事
業
主
に
あ
つ
て
は
、
六
百
円
）（
中
小
企
業
事
業
主
に
あ
つ
て
は
、
七

百
六
十
円
（
生
産
性
要
件
に
該
当
す
る
事
業
主
に
あ
つ
て
は
、
九
百
六
十
円
））を
乗
じ
て
得
た
額

ヘ

前
号
イ

に
該
当
す
る
派
遣
先
の
事
業
主

有
期
実
習
型
訓
練
（
座
学
等
を
除
く
。）を
受
け
た
対
象
者

一
人
に
つ
き
、
九
万
円
（
生
産
性
要
件
に
該
当
す
る
事
業
主
に
あ
つ
て
は
、
十
二
万
円
）（
当
該
派
遣
先
の

事
業
主
が
中
小
企
業
事
業
主
で
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
十
万
円
（
生
産
性
要
件
に
該
当
す
る
事
業
主
に

あ
つ
て
は
、
十
三
万
円
））

三

第
一
号
イ

に
定
め
る
事
業
主
が
一
般
職
業
訓
練
を
修
了
し
た
有
期
契
約
労
働
者
等
に
つ
い
て
、
第
百
十

八
条
の
二
第
二
項
第
一
号
ハ

若
し
く
は

に
定
め
る
措
置
又
は
有
期
契
約
労
働
者
の
無
期
契
約
労
働
者
へ

の
転
換
措
置
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
通
常
の
労
働
者
等
へ
の
転
換
措
置
」
と
い
う
。）の
う
ち
い
ず
れ
か

の
措
置
を
講
じ
た
場
合
に
お
け
る
前
号
イ

の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
号
イ

中
「
百
分
の
六
十
」

と
あ
る
の
は
「
百
分
の
七
十
」
と
、「
百
分
の
七
十
五
」
と
あ
る
の
は
「
百
分
の
百
」
と
す
る
。

四

第
一
号
イ

に
定
め
る
事
業
主
が
一
般
職
業
訓
練
を
修
了
し
た
有
期
契
約
労
働
者
等
に
つ
い
て
、
通
常
の

労
働
者
等
へ
の
転
換
措
置
の
う
ち
い
ず
れ
か
の
措
置
を
講
じ
た
場
合
に
お
け
る
第
二
号
ロ
の
規
定
の
適
用
に

つ
い
て
は
、
同
号
ロ
中
「
百
分
の
六
十
」
と
あ
る
の
は
「
百
分
の
七
十
」
と
、「
百
分
の
七
十
五
」
と
あ
る
の

は
「
百
分
の
百
」
と
す
る
。

五

第
一
号
イ

に
定
め
る
事
業
主
が
一
般
職
業
訓
練
を
修
了
し
た
有
期
契
約
労
働
者
等
に
つ
い
て
、
通
常
の

労
働
者
等
へ
の
転
換
措
置
の
う
ち
い
ず
れ
か
の
措
置
を
講
じ
た
場
合
に
お
け
る
第
二
号
ハ

の
規
定
の
適
用

に
つ
い
て
は
、
同
号
ハ

中
「
百
分
の
六
十
」
と
あ
る
の
は
「
百
分
の
七
十
」
と
、「
百
分
の
七
十
五
」
と
あ

る
の
は
「
百
分
の
百
」
と
す
る
。

額
の
百
分
の
六
十
（
生
産
性
要
件
に
該
当
す
る
事
業
主
に
あ
つ
て
は
、
百
分
の
七
十
五
）
の
額
（
そ
の

額
が
、
当
該
有
期
実
習
型
訓
練
を
受
け
た
紹
介
予
定
派
遣
に
係
る
派
遣
労
働
者
一
人
に
つ
き
、
次
の

か
ら

ま
で
に
掲
げ
る
一
の
有
期
実
習
型
訓
練
の
実
施
時
間
数
の
区
分
に
応
じ
、
当
該

か
ら

ま
で

に
定
め
る
額
を
超
え
る
と
き
は
、
当
該
定
め
る
額
）

六

第
一
号
イ

に
定
め
る
事
業
主
が
有
期
実
習
型
訓
練
を
修
了
し
た
有
期
契
約
労
働
者
等
に
つ
い
て
、
通
常

の
労
働
者
等
へ
の
転
換
措
置
の
う
ち
い
ず
れ
か
の
措
置
を
講
じ
た
場
合
に
お
け
る
第
二
号
ニ

の
規
定
の
適

用
に
つ
い
て
は
、
同
号
ニ

中
「
百
分
の
六
十
」
と
あ
る
の
は
「
百
分
の
七
十
」
と
、「
百
分
の
七
十
五
」
と

あ
る
の
は
「
百
分
の
百
」
と
す
る
。

七

第
一
号
イ

に
定
め
る
派
遣
先
の
事
業
主
が
有
期
実
習
型
訓
練
を
修
了
し
た
紹
介
予
定
派
遣
に
係
る
派
遣

労
働
者
に
つ
い
て
、
第
百
十
八
条
の
二
第
二
項
第
一
号
ハ

若
し
く
は

に
定
め
る
措
置
又
は
派
遣
労
働
者

の
無
期
契
約
労
働
者
へ
の
雇
入
れ
措
置
の
う
ち
い
ず
れ
か
の
措
置
を
講
じ
た
場
合
に
お
け
る
第
二
号
ホ

の

規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
号
ホ

中
「
百
分
の
六
十
」
と
あ
る
の
は
「
百
分
の
七
十
」
と
、「
百
分
の
七

十
五
」
と
あ
る
の
は
「
百
分
の
百
」
と
す
る
。

（
削
る
）

６

一
の
年
度
に
お
い
て
、
前
項
第
一
号
に
該
当
す
る
事
業
主
の
一
の
事
業
所
に
係
る
特
別
育
成
訓
練
コ
ー
ス
助

成
金
の
額
が
一
千
万
円
を
超
え
る
と
き
は
、
同
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
一
千
万
円
を
当
該
事
業
所
の
事
業

主
に
対
し
て
支
給
す
る
も
の
と
す
る
。

４
・
５

（
略
）

７
・
８

（
略
）

令和年月日 金曜日 (号外第号)官 報 (分冊の)


		2023-03-30T18:29:00+0900
	C＝JP,O＝Japanese Government,CN＝Ministry of Finance
	NationalPrintingBerau
	国立印刷局より署名済み


	



